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 行事で育てる －体育祭－ 

 

 今週は、季節はずれの台風が心配される

など、体育祭練習期間には教員泣かせの週

でした。今、運動場で各学年が練習している

様子を見ると、低・中学年は、踊ることが楽

しくて楽しくてニコニコしている子供の姿

や、高学年は、高学年のプライドをかけて緊

張しながら歯を食いしばって演技を完成さ

せようとする姿が見られ、見ている私がう

れしくなってきます。年々涙腺が緩んでき

ました。昨年ある学校の運動会を見させていただいた折、先生も子供も長い時間を

かけ苦労して演技を作り上げてきたことを想像した瞬間、目頭が熱くなりました。 

本年度は、体育主任の鈴木智記先生

にお願いをし、体育祭の学校テーマを

考えてもらいました。本年度は、「走・

想・創」です。とてもいいテーマであり、

うれしくなりました。これは、私たちも

子供たちも、「毎年ある行事」といった

意識で行うようにはしたくないという

私の願いからでした。子供たちも、この

願いを受け止め、今年の学びをしてほしいと思います。 

 

学校では、行事を通して子供たちを育てたいと強く思います。競技種目のみを行

う体育祭もありますが、本校が行う体育祭は、学年演技・競技や紅白対抗を通して、

次のような教育的価値（ねらい）をもっています。 

こうした体育祭で、特に私が大切にしている言葉は、「静と動」です。子供たち

【本年度の学校テーマ】 

走 全力で走り抜き 

想 仲間を思いやる心を持ち 

創 体育祭をみんなで創りあげる 

【昨年の本校体育祭より】 

○走ることや表現活動、集団行動など、体育的技能・意欲を高めることができる 

○仲間と創りあげる充実感や仲間を思いやる心を育てることができる 

○がまんする力をつけることができる 

○係や役割をもち、責任ある活動をする機会となる 

○地域との連帯感がはぐくまれる                      など 



には、全校練習の始めの時に、「体育祭を成功させるコツは、動かない時はじっと

動かない。動く時には思い切り動くこと。」と話しました。先ほど上げたねらいを

達成するには、「静と動」を意識させることだと思うのです。 

一人一人が持っているからだや筋力、心の成長は違います。しかし、体育祭当日

は、先ほどのねらいの視点で、一人一人が昨年よりさらに一歩成長した姿が見られ

れば、大成功だと思っています。 
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